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十
九
日
午
後
一
時
、
あ
い
に
く
の
雨
を

つ
い
て
、
東
武
鉄
道
牛
田
駅
前
を
出
発
。

　

直
近
の
京
成
電
鉄
関
屋
駅
に
名
を
留
め

る
関
屋
の
里
を
偲
ぶ
。
隅
田
川
に
悪
水
を

落
と
し
た
堀
跡
、
舟
運
盛
ん
な
頃
の
河
岸

へ
の
引
込
み
線
跡
を
見
る
。
最
近
ま
で
墨

堤
通
り
を
横
切
る
踏
切
り
が
あ
っ
た
。
北

千
住
に
集
中
す
る
鉄
道
網
の
変
遷
も
興
味

深
い
。
東
武
に
は
中
千
住
駅
が
、
京
成
に

は
千
住
緑
町
の
分
譲
時
、
西
千
住
駅
が
あ

っ
た
と
い
う
。
東
武
、
常
磐
、
日
比
谷
、

つ
く
ば　
　

の
各
線
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
。

地
下
に
は
千
代
田
線
が
走
る
。
映
画
館
の

名
が
残
る
ミ
リ
オ
ン
通
り
を
抜
け
、
元
区

役
所
通
り
（
熊
谷
堤
）
を
慈
眼
寺
へ
。
包

丁
塚
を
見
て
、
国
道
四
号
線
を
渡
り
大
師

道
を
千
住
神
社
へ
。
大
正
道
と
行
き
交
う

所
で
森
鴎
外
が
撰
文
し
た
大
正
道
記
念
碑

を
見
る
。
西
新
井
へ
の
途
中
、
元
宿
堰
稲

荷
神
社
は
葛
飾
北
斎
の
冨
獄
三
十
六
景

「
武
州
千
住
」
が
描
か
れ
た
地
と
目
さ
れ

る
。
千
住
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
だ
っ
た
お
化

け
煙
突
の
跡
地
近
く
、

千
住
双
葉
小
（
元
宿

小
）
に
遊
具
と
し
て

残
さ
れ
た
半
円
形
の

煙
突
の
痕
跡
に
触
れ

る
。
小
学
校
の
統
廃

合
で
こ
の
記
念
物
の

行
方
も
危
う
い
。
帰

路
は
三
々
五
々
柳
町
界
隈
を
抜
け
、
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
堂
発
祥
の
一
号
店
前
を
通
リ
、

賑
わ
い
を
見
せ
る
北
千
住
駅
へ
。

　

二
、
三
日
前
か
ら
天
気
予
報
は
日
曜
の

雨
を
報
じ
て
い
た
。
最
近
の
当
た
ら
な
い

予
報
へ
の
期
待
は
朝
か
ら
の
曇
天
と
寒
さ

で
消
え
て
し
ま
っ
た
。
傘
を
さ
し
な
が
ら

の
町
歩
き
は
辛
い
ぞ
、
と
心
で
唱
え
出
発
。

　

こ
こ
が
悪
水
落
と
し
、
そ
う
だ
よ
！　

い
つ
か
あ
っ
た
踏
切
が
無
く
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
北
斎
が
武
州
千
住
を
描
い
た
の
？

　

歩
き
始
め
て
二
時
間
後
、
雨
の
中
初
め

に
唱
え
た
文
句
も
ウ
キ
ウ
キ
ワ
ク
ワ
ク
と

変
わ
っ
て
い
た
。
冷
た
い
身
体
を
暖
め
よ

う
ね
、
と
恒
例
の
懇
親
会
へ
。
話
は
つ
き

な
い
け
れ
ど
、
ま
た
来
月
へ
。
講
習
会
参

加
者
の
絆
が
深
ま
っ
た
半
日
で
し
た
。

　
　
　

千
住
桜
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
に

　
　

二
〇
〇
名
の
聴
衆
が
集
ま
り
、
満
員

　
　

御
礼
の
札
が
出
る
盛
況
。

　
　
　

相
川
謹
之
助
調
べ
る
会
会
長
の
挨

　
　

拶
に
続
き
、
同
会
の
石
渡
博
明
チ
ュ

　
　

ー
タ
ー
が
、
「
な
ぜ
千
住
か
ら
安
藤

　
　

昌
益
の
稿
本
が
出
て
き
た
か
」
と
い

　
　

う
謎
に
迫
る
最
新
の
研
究
成
果
に
つ

　
　

い
て
緊
急
報
告
。
引
続
き
安
藤
義
雄

　
　

足
立
史
談
会
会
長
が
千
住
の
成
立
ち

　
　

に
つ
い
て
基
調
報
告
。
赤
坂
憲
雄
福

　
　

島
県
立
博
物
館
館
長
が
旅
学
を
提
唱
、

他
地
域
か
ら
の
視
点
の
重
要
性
を
説
か
れ
、

三
浦
忠
司
八
戸
歴
史
研
究
会
会
長
が
八
戸

と
千
住
の
参
勤
交
代
を
通
じ
た
歴
史
的
文

化
交
流
に
つ
い
て
、
平
田
輝
明
小
山
市
立

博
物
館
学
芸
員
が
小
山
宿
の
変
遷
と
千
住

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
昌
益
の
「
米
の
物
神

化
」
に
つ
い
て
、
文
化
伝
播
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
会
場
の
発
言
を
交

え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
帰
る
物
の
多
い
実
り
あ

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

＜お化け煙突の滑り台＞

町
歩
き
東
西
コ
ー
ス

第
三
回　

千
住
文
化
基
礎
講
座

第
三
回　

千
住
文
化
基
礎
講
座

＜活動日誌　平成18年11月＞
● 1 日（水）「かけはし」５号発行
● 2 日（木）遊学庵／全体会／
　　　　　　講座準備
●12日（日）千住酒合戦／協力参加
●19日（日）第３回
　　　　　　[千住文化基礎講座]
           　　　町歩き東西コース
●25日（土）遊学庵／
　　　　　　第七回千住塾連句会
●26日（日）千住と奥州を結ぶ街道
　　　　　　宿場町フォーラム／
　　　　　　協力参加
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十
二
日
午
後
、
千
住

仲
町
協
議
会
に
よ
る

「
千
住
の
酒
合
戦
」

再
現
イ
ベ
ン
ト
が
、

足
立
成
和
信
用
金
庫

駐
車
場
に
て
開
催
さ

れ
た
。
同
時
に
、
隣

接
す
る
産
業
芸
術
プ
ラ

ザ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
広

場
に
設
置
し
た
陶
板
製
の

「
て
く
て
く
マ
ッ
プ
」
の
贈

呈
式
も
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
第
三
回
目
で
、
強
風
と
い
う
コ
ン
デ
シ

ョ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
酒
合
戦
の
由
来
説
明
、
酒

肴
の
説
明
な
ど
実
に
手
際
よ
く
、
当
時
の
文
人
墨

客
に
扮
し
た
主
催
者
陣
も
満
足
気
。
三
味
線
が
賑

や
か
に
囃
し
、
太
鼓
の
合
図
で
、
着
付
け
教
室
の

き
れ
い
ど
こ
ろ
に
お
酌
さ
れ
て
大
盃
を
干
し
た
参

加
者
た
ち
は
大
喜
び
で
あ
っ
た
。
「
千
住
住
民
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
参
加
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
盛
り
上
げ
た
い
」
（
吉
田
鉄
夫
代
表
）
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
、
当
会
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
お

手
伝
い
が
で
き
た
。
「
酒
合
戦
」
の
由
来
な
ど
に

つ
い
て
は
次
号
で
詳
し
く
報
告
す
る
予
定
。

　

仲
町
氷
川
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
池

に
亀
を
見
に
行
く
と
、
千
寿
小
の
子
ど

も
達
に
千
二
の
生
徒
は
来
る
な
と
脅
さ

れ
た
。
浩
平
少
年
は
「
千
寿
学
校
ぼ
ろ

学
校
、
あ
が
っ
て
み
た
ら
ぼ
ろ
学
校
」

と
言
い
返
し
て
逃
げ
帰
っ
た
。
千
寿
の

子
ど
も
が
旧
道
を
通
る
と
、
源
長
寺
に

連
れ
込
ん
で
脅
し
た
。
参
道
の
入
り
口

は
、
メ
ン
コ
・
ビ
ー
玉
、
石
け
り
な
ど

の
遊
び
場
だ
っ
た
。

　

そ
の
昔
、
千
寿
と
千
二
の
子
ど
も
達

は
縄
張
り
争
い
を
し
て
い
た
の
だ
。
悪

態
つ
い
て
囃
し
た
て
る
。
言
わ
れ
た
ら

言
い
返
す
。
閉
じ
ら
れ
た
空
間
の
陰
湿
な
イ

ジ
メ
と
は
わ
け
が
違
う
。
自
然
に
生
じ
た
仲

間
意
識
は
地
域
愛
を
育
み
、
争
っ
て
い

た
子
ど
も
達
も
長
じ
て
、
お
互
い
同
じ

よ
う
に
大
切
な
も
の
を
守
っ
て
い
た
同

士
だ
と
理
解
し
あ
う
。
大
き
な
声
で
明

晰
に
話
さ
れ
る
長
谷
川
さ
ん
の
語
り
口

が
教
え
て
く
れ
る
の
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
境
内
に
子
ど
も
の
姿

は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
「
や
ー
い
や

ー
い
」
と
始
ま
る
囃
し
声
も
聞
か
れ
な

い
。
子
ど
も
の
声
こ
そ
天
の
声
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
か
。

　

氷
川
神
社
の
弁
天
池
は
と
う
に
な
く
、

そ
の
ス
ペ
ー
ス
は
地
下
に
も
ぐ
っ
て
防

火
槽
と
な
っ
た
。
千
寿
小
は
芸
大
に
代
わ
り
、

遊
び
場
を
巡
る
ラ
イ
バ
ル
校
は
消
失
し
た
。

長谷川浩平の千住事件簿

犯科帖 5 千寿小の子ども達

千住と奥州を結ぶ街道宿場町フォーラム

　

〈
舞
台
の
気
分
は
文
人
墨
客
〉

【
千
住
の
酒
合
戦
】

雨
の
町
歩
き　

東
西
横
断
に
寄
せ
て

                　

 

千
住
の
杉
浦
日
向
ぼ
っ
子

安
藤
昌
益
と
千
住
宿
を
調
べ
る
会
・

                     

足
立
史
談
会
主
催


